
    
 
 
 
 
 
 
ご無沙汰をしてしまいましたが、みなさんお元気ですか？忘れた頃にやってくる「ゆきちゃん通信」です。 
本当にあっという間に一年が過ぎてしまいました。気がつくと由紀子はもう１６歳です。 
前回の通信で高等部へ入学をしたことをお知らせしましたが、今回の通信ではみなさんにビックリの報告をするこ

とになりました。 
 高等部を退学しました。 

 
本当に突然のご報告でみなさんビックリされると思うのですが、長崎県立虹の原養護学校の高等部を一年で退学し、

4 月から福祉施設「さつき園」への通所を始めました。現在、毎日元気よく通っています。 
「退学」なんて言葉を使うと、何か問題を起こして学校を辞めさせられたかと思われそうですが・・・（笑） 
由紀子が望んだ場所へ移っただけですのでご安心ください。学校の先生方にも笑顔で送り出して 
いただき、同級生よりも一足先に卒業をして新しい道をすすむことになりました。 

    思い出がいっぱいの学校生活 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真を見ればわかって頂けると思いますが、             
由紀子はけっして学校が嫌いだったわけではありません。        
高等部に在籍したのはたったの一年でしたが、ここには載せきれないぐらい楽しい思い出をいっぱい作ることがで

きました。ただ、生徒数が多く、行事も多い高等部の生活の中で由紀子が苦しんでいた事も確かです。      
この写真の笑顔にたどり着くまでには毎回、短い言葉では表せないないほどつらい時間がありました。        
環境の変化に弱い由紀子が、先生方や仲間達に支えられて過ごした高等部の一年間は、泣き笑いの日々でした。   
そして、由紀子にとってどんな生活が一番良いのか・・・それを考え続けた一年でした。            
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体育祭で初めてビりに

ならなかったよ！！ 
 

遠足では往復 10 キロも 
歩いたんだよ。 

校内実習 

お世話に 
なりました！ 

音楽の 
授業中でーす！ 



   由紀子に必要な生活って？ 
 
由紀子の中にはとてもゆっくりとした時間が流れているんだなぁ～と、最近よく思います。 
私たちは生活の中に刺激を求めます。特に高校生ぐらいの頃は毎日何かしらの変化が欲しいと思いながら生活をしていま

した。いろいろな場所に出かけ、仲間達と楽しい時間を過ごす事に幸せを感じていました。 
だから、ついつい由紀子もそうなのだと思いがちですが、それは違うのかもしれません。 

逆に、思春期で心が大きく揺れ始めた由紀子は「静かに暮らしたい！」と叫び続けているようでした。 
決まった生活リズムの中で気持ちを安定させ、自然に湧き上がってくる興味や好奇心に身を任せながら 
ゆっくりと心を成長させていく・・・きっと由紀子たちはそんな世界の人たちなのです。 
学校の行事のたびに不安定になる由紀子を見ながら、それを強く感じるようになりました。 

先生方がいろいろ手を尽くして由紀子を支えてくださって、 
写真のような笑顔を引き出してくださっても、 
次の行事の波がその笑顔を奪っていってしまうのです。 
それはもう、学校の中での対応をどうするとかの問題では 
なく、高等部の時間の流れに由紀子がついて行けなくなっ 
てしまったのです。 
前号の「ゆきちゃん通信」の中で私は入学に際して 
「嵐を乗り越えてながら、由紀子はたくましくなって 
行くと信じて新しい春を進みたいと思います。」 
と書きました。あの時は本当にそう思っていました。 
でも、この一年の由紀子の姿を見ていると、もう楽にして 
やってもいいのではないかと思うようになりました。 
そして、そんなときに「さつき園」との出会いに恵まれ 
ました。これまでもそうでしたが、由紀子の前には自然と 
進むべき道が現れるのです。 

家族の思い  
3 学期に入って、由紀子がやっと環境に慣れて落ち着きを 
取り戻してきたのを見て、この調子なら２年生に進級も 
できるかもしれないと思いました。 
もしも、次の学年で由紀子がまた荒れたらその時は施設へ 
移そう・・・主人と２人でそう話していました。 
でも、それを聞いた由紀子の姉達が言ったのです。 
「それでは、学校に嫌な思い出を残したままお別れを 
することになる。新しい施設も荒れた状態の由紀子を 
迎え入れるのは大変だろう！由紀子には学歴は必要ない！ 
状態が良い時に、由紀子が行きたい所へ移してやった方が 
いい！」・・・・・・・・言われてみればその通りです。 
今なら、学校のみなさんに感謝をしながら笑顔でお別れ 
ができます。今がベストタイミングなのかもしれない。 
私たち夫婦は娘達の言葉に背中を押されて、由紀子の 
新しい進路を決めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                         

「さつき園」との出会い！ 
由紀子の将来に向けて、通所できる施設を探し始めたので

すが、環境の変化に弱くこだわりも強い由紀子に合う施設

を探すのは大変だろうと思っていました。 
予想通り、最初に利用した施設では初日から大きなパニ

ックを起こして、途中で迎えに行くことに・・・。（汗） 
覚悟はしていましたが、やはり前途は多難でした！ 
それでも、相談員の方に別の施設を探していただき、 
再度、チャレンジすることにしました！めげないぞ！（笑） 
最初の失敗を繰り返さないために、施設との打ち合わせ 

を綿密にして、由紀子に下見もさせました。 
うまく行って欲しいとは思っていましたが、正直、今回も

そんなに簡単には行かないだろうと思っていました。 
ところが・・・です！ 

利用初日、また電話がかかってくるかもしれない！という

私の心配をよそに、由紀子は夕方まで施設で過ごして 
笑顔いっぱい、ルンルン♪で帰ってきました。 
そして、由紀子が自分から「また行きたい！」と言った

のです。今まで、どこに連れて行っても、そんなことは言

ったことはなかったのに・・・ビックリでした。 
その施設が「さつき園」でした。 
その日から祭日はさつき園に行くことが由紀子のスケジ

ュールになりました。 
あんなに心配した施設選びだったのに、こんなに簡単に

見つかるなんて・・・これは運命の出会いだったかも！（笑） 
でも、本当はこの出会いの裏には、さつき園のスタッフ

のすばらしい準備があったんです。初日を迎える前に由紀

子の情報をスタッフ全員が把握していて、由紀子がゆっく

り過ごせるようにきちんと配慮をしてくれていたのです。

この施設に由紀子を託してみよう！そう思いました。 

最後になりましたが、由紀子の担任をしてくださった 
S 岡先生と S 藤先生です。 
お二人には一年間、本当にご苦労をおかけしました。 
２学期の終わり頃だったでしょうか？S 岡先生が 
「最近、パニックの時の由紀子さんの心の叫びが聞こえる 
ような気がします。」と、言ってくださいました。 
その言葉が本当にうれしかった！！ 
お二人が支えてくださったから由紀子は一年間頑張れたのだ

と思います。本当にありがとうございました。 
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